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1 (888)(traceに関する不等式)

N を n× n対称行列で, Kを n× n正定値行列とする. λmin, λmaxをそれぞれN の固有値の最小

値, 最大値とするとき, 不等式

λmintrace(K) 6 trace (NK) = trace (KN) 6 λmaxtrace(K)

が成り立つことを示せ.

2 (8888)(Schurの不等式)

Xを n個の実数固有値 {λ1, . . . , λn}を持つ n次実正方行列とする. このとき, 不等式

trace(X2) =
n∑

i=1

λ2
i 6 trace(XX>)

が成り立つことを示せ. ただし, X>は行列Xの転置を表す.
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